平成２５年度第1回水道事業運営審議会議事録　　　　　　　　　　
１　開催日時　平成２５年７月３1日午後２時～午後４時２０分

２　開催場所　印西市役所本埜支所３F会議室
３　出 席 者  椎名眞一委員、小畑哲夫委員、斎藤節男委員、山口道博委員
　　　　　　　香取正勝委員、松本哲典委員、中澤英之委員、吉田恭子委員

４　欠席委員　坂巻美穂委員

５　事 務 局　増淵水道部長、伊藤水道課長、斉藤主幹、高橋主任主事

６　傍 聴 者　１名　
７　議　　事
　　　　　　　１　認可変更

　　　　　　　　（１）給水区域の拡張について
　　　　　　　　（２）水道料金の統一について

　　　　　　　　（３）その他

　　　　　　　２　その他

８　議事録　(要点筆記)

事務局　　本日はお忙しい中、印西市水道事業運営審議会にご出席をいただきありがとうございます。
　　　　　また、平成２５年度になりまして審議会委員の変更がございましたのでご紹介いたします。
順天堂大学スポーツ健康科学部　庶務課中澤英之様でございます。　
委　員　　(挨  拶)
事務局　　次に、事務局につきましても４月の人事異動で代わっておりますの　　　　　　　　　　　で、紹介をさせていただきます。
部　長　　　水道部長の増淵でございます。
事務局　　　水道事業班の斉藤でございます。
　　　　　水道部長より皆様に、ごあいさつ申しあげます。
部　長　　(部長あいさつ)
事務局　　会議に入る前に、資料の確認をさせていただきます。

　　　　事前に郵送しております資料が
　　　　　　資料１、印西市水道事業別給水区域図
　　　　　　資料２、料金体系と財政試算
　　　　　　資料３、平成25年5月調定時における
印西地区と印旛地区の各項目別比率
　　　　　　資料４、合併協議結果の概要
　　　　　　資料５、印西市水道事業運営審議会条例・規則
資料６、事業認可について(現計画)
その他に本日テーブルの上にございますものが会議次第、水道料金の統一についての諮問写し、委員名簿、A3版料金比較早見表20mm、配付資料の正誤表でございます。
　　　　　資料がない場合は事務局までお申し出ください。

　　　　　それでは、印西市水道事業運営審議会条例第５条第１項の規定により審議会の会長が議長となりますので、椎名会長よろしくお願いいたします。
　　　　
会　長　　ただいまから、第２回の水道事業運営審議会を開催いたします。
　　欠席通告の委員は坂巻委員でございます。出席委員は８名ですので　、過半数に達しております。
　　議題に入る前に本日の議事録署名人について指名したいと思います。
　　本日の議事録署名については、山口委員にお願いできますか。
委　員　　はい
会　長　　ありがとうございます。よろしくお願いいたします。
さる１月３０日開催の本審議会において事業認可統合について事務局より説明がありましたが本日付けで印西市長より水道料金の統一について諮問がありましたことを報告いたします。
それでは、ただいまから議事に入ります。
本日の審議会は、この後、事務局から提出資料の内容等の説明を受け委員の皆さんから説明に対する質疑、要望、意見を受けたあと、審議に入りたいと存じます。
会　長　　議題１認可変更(1)給水区域の拡張について、を議題といたします。事務局より提出資料の説明を求めます。　
事務局　　事前配布資料に基づき説明

(資料１及び資料６)
　　　　　
会　長　　ただ今の説明に対する質疑がございますか。
　　　　　関連がありますので引き続いて（２）水道料金の統一について事務局より提出資料の説明を求めます。

事務局　　事前配布資料及び当日配布資料の説明
資料４、合併協議結果の概要

　　　　　　資料３、印西地区と印旛地区の各項目別比率

　　　　　　資料２、料金体系及び財政試算
　　　　　　料金比較早見表(２０mm口径)

会　長　　　説明が終わりましたので、議題１認可変更(１)給水区域の拡張について質疑がございますか。
　　　　　

委　員　　　拡張部分について、水道料金にどのような影響を及ぼし、説明のあった財政試算での影響は。
事務局　　　工事費用は収益的収支ではなく、資本的収支で処理をいたしますが、工事等で固定資産取得に要した費用は、収益的支出で耐用年数に応じた減価償却費が経費として発生しますので、拡張工事等を実施すれば将来的に経費が増える要因になる。
委　員　　　減価償却費以外で拡張工事に伴い経費等で増加するものがあるか。
事務局　　　他の経費につきましては、配水場での機器や薬品、電気料金等の全体に係る経費で、多少の増加があったとしても個別の数字に表れるものではないが、水道水の利用が少ないなどにより配水管内の塩素濃度が低下するような場合は、塩素濃度を維持するため排水により購入した水道水を捨てたための経費が増加する場合が考えられる。

　　　　　　新設工事に要する費用は、従前の例では固定資産取得時に出資金として市から出資があるが、市の出資がない場合は過年度分損益勘定留保資金である自己資金で対応するか、状況によっては新設工事を先延ばしにすることも考えられる。
　　　　　　また、試算表の３０年度までに工事を行う可能性については小林新田地区が該当しますが、拡張予定の全ての地区が財政試算の５年以内に工事を行うものではない。
委　員　　　給水区域の拡張が今回の議題になる理由は。

事務局　　　水道事業運営審議会には水道料金の統一について諮問をお願いしているが、今後予定している事業統合に併せて、認可変更の手続きの中に給水区域の拡張計画もあるので説明をしている。

　　　　　　給水区域の拡張工事が長年にわたり経費負担が発生することは確かですが、地方公営企業の目的として、公共の福祉を増進するとあり、水道事業の恩恵を受けていない方々にも配慮が必要と考えている。
　　　　　　今回の拡張計画は、災害時の避難所となっている施設の周辺と個別に井戸を利用し、井戸の水質が良くない地区を対象としている。
会　長　　　その他に質疑がございますか。

委　員　　　小林新田地区の拡張区域については、要望があって行うのか。
事務局　　　平成２２年に市長あてに上水道の配水管整備の要望書が提出された。
　　　　　　その他の印西中学校周辺と本埜支所、本埜第一小学校周辺については、災害時の避難場所となっている施設であることから、認可区域として取り入れるものです。

　　　　　　水道事業として配水管整備のためには、認可区域に入っていることが条件となる。

委　員　　　財政試算表で２６年度以降料金収入が減っているが印西市は人口が増えているのではないか。
事務局　　　市内で人口が増加しているのは、千葉ニュータウン地区であり、市営水道区域内の給水件数としては増えているが、給水区域内人口は増えていない状況にある。

　　　　　　また、水洗器具の節水タイプの普及などのためか有収水量の増加があまり見込めない状況である。
　　　　　　試算表は２４年度決算数値を基礎として、２６年度以降の数値に反映させている。
委　員　　　資料３の各項目別比率で、調定件数とあるがこれは何か。

事務局　　　調定件数とは、水道メーターを設置してあり、使用されているため料金徴収の対象となった件数である。

委　員　　　資料６に計画給水人口併せて３万８千人超とあるが、資料２の２に記載された給水人口は１万７千いくらという数値となっているが、これは旧印西と旧印旛の合計か。
事務局　　　印西地区と印旛地区の合計です。

　　　　　

委　員　　　計画給水人口に対して、給水人口が少ないことがわかりました。

会　長　　　拡張予定を含めた市営水道の水道水はどのように確保しているのか。
事務局　　印旛郡市広域市町村圏事務組合の水道企業部が利根川から取水した原水を水道水にして印西市がこれを購入している。
取水から浄水加工を千葉県水道局が行っている。
　　　　　水道水の購入に当たっては、前年に翌年度分の日最大受水量を申込み込むこととなっており、２５年度は印西地区と印旛地区を併せて日最大４，９９０立方メートルとなっているが、２３年度と比較して日量３７０立方メートル減となっている。そのほかに別所と印旛支所の２か所で日最大取水量８００立方メートルの井戸を利用しているが、市営水道水の９５％以上が購入している水道水であり、残りが２か所の井戸から取水したものである。また、井戸は渇水時の補給水源としての活用も考慮している。
会　長　　 引き続き、認可変更(２)水道料金の統一について、
質疑・意見がありましたらおねがいします。
委　員　　 料金体系の資料について説明はあったが、統一に向けた金額等の資
料提示はいつ頃なるのか、事務局の私案的なものはないのか。
事務局　　　私案ではないが、現行料金体系の中で考えられる統一に向けた資料は作成しているので、検討資料として提示します。

委員への資料の配付
追加配布資料

1  現行料金表と現行料金に基づく平成３０年までの財政試算

2　印西地区の料金に統一した場合の料金表と平成３０年までの財　政試算

3　それぞれの区分で印西・印旛の低い方を採用した場合の料金表と平成３０年までの財政試算

4  印西・印旛の平均に統一した場合の料金表と平成３０年までの財政試算

会　長　　　事務局よりただ今の配付資料の説明を求めます。

事務局　　　追加配布資料
１ページは、現行料金のままで統一がなかった場合の例で、事前配布資料２と同じものである。

　　　　　　２ページは、５月時点で全体の82.96％が印西地区の利用であることから、(影響の出ない)印西地区の料金に統一した場合で、徐々に利益は減少していくが、毎年利益が見込まれる例である。
　　　　　　３ページは、基本料金と従量料金の区分で低い方の額に統一した場合で、26年度から毎年多額の赤字が見込まれ、料金改定がすぐにでも必要となる例である。
４ページは、基本料金と従量料金の区分で差のある部分を、両　　地区の平均額を統一料金とした場合で、26年度以降少額ではあるが赤字が見込まれる例である。

　　　　　　　　資料に基づき概略説明。

会　長　　　それでは、ただ今の追加資料説明に対する質疑を受けます。

委　員　　　水道事業認可統合に向けた具体的な状況はどうなっているか。

　　　　　　合併協議会での協議結果として、料金等について多くの住民への影響を考え印西に併せる例が多かったが、水道は事業認可の絡みで別々の料金設定となっていたが、統一に向けて何らかの案が出されると思っていたが、今回審議会に出されたものは、具体性がない。

事務局　　　資料６で示している印西地区水道事業と印旛地区水道事業の統合に併せ、給水区域の拡張等を含めた事業認可申請の準備を進めている。
　　　水道事業運営審議会は、諮問に応じて、水道事業の運営に関すること等を審議するために設置したものである。

市営水道利用者としては、安い方が良いのだろうが、地方公営企業法により、水道事業は常に企業の経済性を発揮するとともに、その本来の目的である公共の福祉を増進するように運営されなければならないとされている。赤字になった場合は、黒字化にする努力が必要であり、累積赤字をなくすためには、値上げによる料金改定も必要となるが、市内には市営水道以外に、県水道局、長門川水道企業団があり、それらとの料金比較を考えると、収益で赤字が増えても、大幅な値上げがしにくい状況である。
　　　　　　例とした印西地区に統一した場合、印旛地区で水道の使用水量の少ない方ほど値上げ幅が大きくなるが、印西地区の方々にしてみれば影響もなく現状と変わらないものである。
　　　　　　団体や組織からの推薦により本審議会の委員になられている方もいることから、それらの団体・組織でのご意見等もあると思われるので、事務局としては、現行料金の中で考えられる例を示したが、これ以外に検討すべき案があれば、次回に検討資料として提示したいと考えている。
また、下水道審議会では、印西地区に合わせる方向で議論が進んでいると聞いている。

　　　　　　水道料金の改定は印西地区が平成13年、印旛地区は平成19年に実施され、以降改定は実施されていなので、料金改定の検討時期かもしれないが、今回は料金に違いがあるものを統一し、収益的収支で黒字化が望ましいが赤字になるようであれば、3年から5年後に料金体系を見直すこともあるかと思われる。
　　　　　　
委　員　　　説明の内容だと料金改定を強く感じるが、料金改定と料金の統一についての違いについて説明願いたい。
事務局　　　料金改定は3年から5年程度の期間における収入と費用を試算し水道料金等の必要収入額を検討し基本料金と従量料金の水道料金を改定するものです。料金の統一については、配布資料の中で財政試算結果を示しているが、印西地区と印旛地区のそれぞれ料金に差異のあるものを同額にした場合の試算であり、違う料金体系を同じにすることを目標としている。
委　員　　　資料２は、印西地区と印旛地区だけの統合なのか、本埜はどうするのか、また、千葉県営水道と長門川水道企業団との統合も考えているのか。
事務局　　　本埜地域については、本埜第二小学校周辺地域は長門川水道企業団が給水しており、千葉ニュータウン区域の滝野地区は県営水道が給水して、現時点では市営水道の給水計画区域はないが、認可変更の中で本埜支所及び本埜第一小学校周辺を認可区域に加えようと検討している。資料２で示すように市内には市営水道を含め3水道事業体が給水しており、料金は４体系になっており、他の事業体との料金統一を検討しているものでなく、市営水道事業区域内での料金格差をなくすために他の事業体の料金を参考にしながら、印西地区と印旛地区の市営水道区域内の料金体系を1つにすることを目的としているが、現在の料金を無視して統一料金を設定するのはどうかと考えます。
会　長　　　市営水道区域内の地区別水道料金に違いがあり、市内の千葉ニュータウン地域に千葉県水道局、本埜地域に長門川水道企業団もあり、住居地によって水道料金の違いが出ている。同じ印西市民としての平等性も考慮しながら、印西地区と印旛地区の料金の統一を決めていかなければならないとの趣旨の説明がありました。
　　
会　長　　　他に質疑はありますか
委　員　　　合併後何年か経過しているのだから同じ印西市民であれば全く同じ水道料金でなくてもあまり差のない料金体系でいくべきだと思います。
印旛地区の利用者は安いからといっても印西地区の利用者はその料金を払っているわけですから、印西地区に近づけるのは当然だと思いますが、同じ市民であまり差のない料金にすべきで、県水道局や長門川水道企業団の料金を加味しながら調整を図る必要があるかと思います。

合併に伴う料金の統一であり、これによりあまり大きな赤字を出すのは良くないと思うし、５年後ぐらいに経過を見てというか経過措置的な対応をできればと思います。

会　長　　　○○委員なにか質問があればお願いしたいし、持ち帰り検討するために必要な資料があれば事務局にそろえて頂きますが何かございますか。
委　員　　　特に現時点では質問は無いですが、大口利用者は負担が大きくなる場合もあり得ることから持ち帰り検討させて頂きますが、これは大口利用者だけの問題ではなく印西市全体で考えることなので大口利用者だけの意見を出させていただくのは、個人的には違うのかなと思っております。

会　　長　　その他にございますか。
事務局　　　今日示したパターンでの違った組み合わせなどを含め、検討資料の要望・ご意見があれば次回までに作成します。
会　長　　　本審議会は１０月頃を目途に結審し市長に答申をしたいと存じますので、委員の皆様には何かとご多忙とは存じますが、ご協力をお願い申し上げます。

　　　　　　次回の会議日程は次の(３)その他で決めたいと思います。
　　　　それぞれの資料に基づき次回までに水道料金統一について各委員の皆さんにご検討いただくことにしたいと存じます。これにご異議ございませんか。
　　　　　　　　　(異議なし)
会　長　　　認可変更(３)その他
次回の審議会日程について、事務局より説明を求めます。
事務局　　　次回の審議会は９月中で開催したいと思います。
会　長　　　事務局より日程案は９月中ということですがこれにご異議ございませんか。
                  (異議なし)
会　長　　　議題２のその他について、事務局より説明を求めます。

事務局　　　その他につきましては、給水申込納付金と審査・検査手数料についても違いがありますので、次回以降の議題として違いと方針について提案させていただきます。
会　長　　　委員の皆様からはなにかございますか。
　　　　　(質疑なし)

会　長　　　以上をもちまして第２回印西市水道事業運営審議会を終了します。お疲れさまでした。
平成２５年度水道事業運営審議会の会議録は、事実と相違ないことを承認する。
　　平成２５年９月１０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　会　　　　長　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　議事録署名人　　　　　　　　　　　　　　　　　　
